
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
〇児童が学習に主体的に取り組むことがで
きる授業実践

○学習課題、UDを意識した授業づくりに取
り組む職員100％。
○「進んで学習に取り組んでいるか」の質問
に肯定的な回答をする児童の割合が８０％
以上。

・「授業づくりのステップ１・２・３」やタブレット
等を活用した授業実践。
・各学年の実態に合わせ個に応じた指導、
支援。 A

・UDを意識した授業づくりに取り組む職員は100％であった
が、「授業改善に努めたか」に肯定的な回答をした職員は
95％となった。
・「進んで学習に取り組んでいるか」に肯定的な回答をした
児童は中間評価と同じ97％であった。保護者の意識と14％
の差が見られたが、継続した指導により中間評価より差が

A

・一人一人の子ども達に学力に応じて寄り添い指導してい
くことは大変と思う。先生方の100％の取組に感謝します。
・児童と保護者の意識に差があるので、随時保護者に発信
したり、個別に保護者につなげたりする必要がある。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな心を身に付け
る教育活動

○心を育てる教育に関するアンケートにお
いて、肯定的な回答をした児童が90％以上
になる○道徳教育や人権教育に関するアン
ケートにおいて、肯定的な回答をした児童が
90％以上になる

・1人1人を大切にする人権教室（年3回）と
「いじめ・命に関するアンケート（毎月）」を適
切に実施する。
・友だちへ温かい言葉を書きあう「ハートタイ
ム」を年５回行う
・道徳科の授業づくりやエンカウンターに関
する校内研修を年に1回以上行う。

A

・心を育てる教育に関するアンケートにおいて、肯定的な回
答をした児童は90％であった。保護者のアンケートでは
98％であり、いずれも高い割合を占めた。
・ハートタイムは計画通り年間５回実施できた。
席替えの度に実施している学級もあった。

A

・職員アンケートの「とてもできている」の割合が26％で少な
い。「だいたいできてる」ではなく「とてもできている」の割合
を増やしたい。
・命が一番。生きていくことの大切さ、重さ、何かあったら誰
かに話す、話せる人がいることの大切さをしっかり持ってほ
しいと思う。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取
組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防
止等のための取組、事案対処等）について
組織的対応ができていると回答した教師が
９０％以上となる。
○いじめのない学校づくりへの取組に関す
るアンケートにおいて、肯定的な回答をした
保護者が９０％以上となる。

・全職員による生徒指導協議会を毎月実施
し、いじめや不登校、気になる児童への対
応をチームとして組織的に行う。
・毎月の児童アンケート、年間1回以上の保
護者アンケートを実施する。
・児童と担任による個人面談を計画的に年
間２回以上実施する。

A

・学校評価アンケートにおいて100％の職員が「いじめの早
期発見・早期対応に向け子どもの様子の把握や指導に取
り組み、組織として対応することができた。」と回答した。保
護者の95％が「学校はいじめのない学校にするために思い
やりや友だちづくりの指導に取り組んでいる。」と回答した。
99％の児童が「けんかやいじわるをしないで、友達と仲良く
できている。」と回答した。今後も継続した指導や保護者と
の連携に努め、全職員で組織的に対応していきたい。

A

・心の教育は家庭での生活、親との関わりがとても大切だ
と思う。いじめ、不登校等がない学校をめざして、学校家庭
地域が協力し合っていきたいと思う。
・いじめ対応の取組に対して５％の保護者が否定的な回答
をしている。個別にしっかり対応し、取り組みへの不信感を
払拭したい。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための教
育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒が90％以
上になる。
●◎「将来の夢や目標をもっている」につい
て肯定的な回答をした児童生徒が80％以上
になる。
○Q-Uアンケートの分析結果を生かした学
級経営を行っていると回答した職員が90％
以上になる。

・２か月に１回の「ぽかぽかカード」（児童の
良さ見つけカード）の取り組みで、良い行動
の共有・称賛を図り、児童の自尊感情を高
める。
・教育相談週間などで児童生徒に良いとこ
ろを伝える。また、学年懇談会、個人懇談
会、通知表などを通して保護者にも伝える。
・年間を通じて、道徳等で自分の夢や希望
について考える授業を積極的に行う。
・学級活動や各種体験活動において、活動
の見通しを自分たちで考えたり、実際の活
動や振り返りなどを主体的に取り組ませた
りして、自分の成長を児童自身が自覚でき
る活動を仕組む。

B

・教育相談週間などで児童生徒に良いところを伝えたこと
で、「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」
について肯定的に回答した児童生徒が98％を達成するこ
とができた。
・「将来の夢や目標をもっている」について肯定的な回答を
した児童生徒が86％で目標を達成することができた。しか
し、中間評価のときよりも割合が減ったので、引き続き、道
徳等で自分の夢や希望について考える授業を積極的に行
う。
・「Q-Uアンケートの分析結果を生かした学級経営を行って
いる」と回答した職員は89％に上がった。前回の反省を踏
まえ、第２回のQ-Uアンケートの実施後、結果を級外や特
別支援学級の職員にも共有し、ほとんどの職員がアンケー
ト結果を活用できた。

B

・佐賀新聞の「みんなの夢」の６年生の思いを中学生になっ
ても引き続き胸に育っていってほしい。
・QUアンケートの分析結果を活かした学級経営ができてい
ない教師が11％（1人）いたので、QUを活かして個別に具体
化した支援について、きちんと手立てをとれるような研修を
してほしい。

●健康・体つくり

●望ましい生活習慣の形成 ○食育や健康教育への取組に関するアン
ケートにおいて肯定的な回答をした保護者
が95％以上になる。
○ゲームやテレビ、インターネットなど家庭
で決めた時間を守れていることに関するア
ンケートにおいて、肯定的な回答をした保護
者が80％以上になる。

・学級活動において、栄養教諭による食育
授業を実施し、「早寝、早起き、朝ご飯」の
意識を高め、定期的に実践を振り返り、生
活時間と食事のとり方の改善を行う。
・毎月1日の「ノーテレビ・ノーゲームノースマ
ホデー」を定着させ、自主的計画的に規則
正しい生活を送る実践力を高める。

B

・食育や健康教育への取り組みに対するアンケートにおい
て肯定的な回答をした保護者の割合が99%だった。
・給食の残食率も低く、今後も食育を継続していく。
・「ゲームなど家庭で決めた時間を守れている」に肯定的な
回答をした保護者の割合は73%で、児童は94%だった。
・ガンホーによるSNSの使い方授業等、学校での取り組み
を家庭に知らせていきたい。

B

・スマホゲームなどの時間を守れていないと回答した保護
者が27％いる。その対応を家庭に対して支援するべきであ
る。
・朝早く登校している子どもに「学校で何をしているの」と聞
くと、サッカー等をして運動場で遊んでいると答える。外で
元気に遊んでいる子ども達もたくさんいる。心身ともに健康
に育ってほしい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当
たりの年次休暇の取得日数１４日以上

・退勤時刻を設定し、全職員に周知するとと
もに確実な実施に努める。
・業務改善のための意見交換を実施し、実
務的な改善を行っていく。
・全職員が14日以上の年次休暇を取得でき
るよう配慮する。（新採、2年目は10日以上）

B

・昨年度より施錠時刻を30分早く設定したため、設定し、早
めの退勤ができるようになってきた。
・10月から1月の時間外在校等時間月平均45時間以内で
あった職員は、全体の13％であった。昨年度が55％だった
ので、大幅に削減できた。また、月平均の時間外在校等時
間は26時間04分であった。職員間の個人差がみられたこと
は今後の課題である。
・掲示板機能の活用等、ちょっとした取り組みが業務改善
につながってきている。これからも職員で話し合いをしなが
ら意識向上とさらなる業務改善に努める。
・14日以上の年休をとれた職員は20％であった。10日以上
取れた職員は多かったが、14日は難しかった。夏季休暇は
全員取得できた。

B

・勤務時間削減に対して、単に施錠時刻を早めたり、一斉
の声掛けだけでは改善されない面がある。職員の残務量
の差の解消と早く帰れる人が残っている人の業務を手伝っ
て帰るなど個人差をなくす必要がある。

●特別支援教育の充実

○特別支援教育の啓発 ○特別支援教育に関するアンケートにおい
て、理解が進んだとする教職員が90％以上
に、保護者は80％以上となる。

・発達障がい児の理解や自立活動に関する
研修を行い、特別支援教育の充実につなげ
る。
・全校児童に、障がい者への理解を深める
ため人権教育を行い、特別支援教育に対す
る理解を求める。
・フリー参観や学校便りなどを通じて、特別
支援教育に関することを保護者や地域へ発
信し、特別支援教育に対する理解を求め
る。

B

・学校評価アンケートにおいて「特別支援教育を充実させ、
個に応じた指導を行っている」において肯定的な回答をし
た保護者は（とても３５％、だいたい５７％）１００％だった。
・校内研究で特別支援学級の授業を公開することで、自閉
症児童の課題に合わせた授業の在り方を知ってもらうこと
ができた。
・学校評価アンケートの「UDを意識した授業づくり」におい
て肯定的な回答をした職員は（とても５３％、だいたい４
７％）また、「支持的風土づくり」については（とても４７％、
だいたい５３％）で、ともに１００％だった。
・個別の支援が必要な児童への支援について、様々な方
法を提案することができなかった。

B

・個を大切にして支援をするだけでなく、個に応じた支援を
している姿を周囲に理解してもらう必要がある。
・きめ細かく暖かく視点していただきありがとうございます。
５月の人権集会に子どもたちと一緒に学びたかったです。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○学校運営協議会の推進

◎学校運営協議会と連携し、工夫しながら
コミュニティ活動の活性化を図る。

◎「諸富町が好きですか」の調査で、肯定的
な回答をした児童が９０％以上。

・地域に出かけたり、地域の方をゲスト
ティーチャーとして招いたりすることで、地域
の良さを知り、諸富町を好きになる児童の
育成をめざす。
･児童に学校運営協議会と連携する行事や
地域で行われる行事への積極的な参加の
呼びかけを行う。 A

・「諸富町のことが好き」と回答した児童は97％であった。ま
た、「学校は地域に根差した教育活動を行っている。」と回
答した保護者は98％であった。今後も地域との関係性を強
固なものとしていきたい。
・「地域の人材活用（ゲストティーチャー）や交流等を活用し
て学習を仕組み、地域のよさを実感させることができた」と
答えた職員は74％であった。中間評価よりはわずかに上
がっているが、学年によっては地域人材の活用が難しかっ
たのもあり、控えめの評価となったと考えられる。

A

・見守り隊や読み聞かせ、ゲストティーチャーの方々との触
れ合いは、とても良いことだと思う。民生児童委員の皆さん
にも参加の声掛けをもっとしていきたい。
・単なるゲストティーチャーの活用のみならず、諸富町のこ
とがよく分かる支援計画を立てて、各学年教材等を用いて
地域学習の時間を設定して高めたい。
・「もろどみフェスタでは」では、企画運営から参加してくれ
た小学生ボランティアをはじめ、当日に来た子ども達地域
の人たちとの触れ合いができてよかった。また、先生方や
PTA、保護者にも協力をしてもらい、少しづつつながりも深
まってきた。

○読書活動の充実

○学力向上や豊かな心の育成のための読
書週間の定着。

○図書室での本の貸し出しが、年間で１・２
年生１００冊以上、３・４年生８０冊以上、５・
６年生６０冊以上を達成した児童が８０％以
上になる。
○毎日読書に取り組むことができた児童が
９０％以上になる。

・家庭でも読書に取り組ませるために、週末
に読書の宿題を出す。
・学習のために図書室を利用したり、必要な
本や辞典を教室に置いたりして、積極的に
図書室を活用する。
・読書への関心を高めるために、図書委員
会で読書イベントを企画したり、地域のボラ
ンティアの方々に読み聞かせをしていただ
いたりする。

B

・年間を通して、読書ノートや読書50選の表彰、図書館祭り
等、読書に関心を持つ機会を多く設定し、貸出冊数の増加
につながった。
・本の貸し出し年間目標を達成した児童は、1・2年生97％、
3・4年生91％、5・6年生92％で全学年で90％以上となり、
目標を達成することができた。
・「進んで読書をしている」に肯定的な回答をした児童は
89％で、目標に1％及ばなかった。
・今後も、家庭での週末読書の取り組みを継続していく。

B

・保護者アンケートで「あまりできていない」「できていない」
が39％ある。「親子読書新聞」を発行するなどして保護者
の協力を得たい。
・毎月の「読み聞かせボランティア」の重要性を感じてい
る。また、乳幼児期から絵本に触れることや家族の読み聞
かせの大切さもあると思う。
・朝の読み聞かせでは、どのクラスも熱心に耳を傾けてくれ
るし、昼休みの読み聞かせにも短い時間にもかかわらず来
てくれます。できれば時間を気にせずゆったりとした時間の
中で本の世界に浸ることができたら素晴らしいと思う。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力向上については国語科の「授業づくり」について研究を進めることができ、児童の主体的な学びへとつなげることができた。来年度は教師自身が主体性をもって自らの課題を見出し、解決に向けた手立てを考えてい
くことで、児童のよりよい学びに結び付けていきたい。
・心の教育では、「人権教室」や「ぽかぽかカード」が有効であった。児童が互いに認め合う雰囲気作りを大切にした学級経営に繋がった。来年度はSNSの使い方等の授業や講演を児童だけでなく保護者にも広げていきた
い。
・学校と地域や保護者が連携して子どもの安全・安心を守ったり、地域の教材や人材の活用に取り組んだりすることができた。次年度からは地域教材を発達段階に応じてより一層広げていきたい。
・業務改善については、学校行事や業務の精選をより進めていくとともに、職員一人一人が自分のワークライフバランスを考えられるような研修を行っていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上については「授業づくり」について研究を進めることができ、児童の学習意欲や学力向上へとつながった。しかし、低位の児童への支援の方法や振り返りの視点がはっきりしていない等の課題が見られた。また、家庭学習への

取組について、その重要性を学力向上だよりや学級通信で知らせていく必要がある。

・心の教育では、「いじめ・命に関するアンケート」や「ぽかぽかカード」が有効であった。児童相互の自尊感情を高めることや互いに認め合う雰囲気作りに繋がった。また、道徳や人権・同和教育の研修会を実施し、職員の授業づくり

や人権への意識の向上につながった。

・学校運営協議会が立ち上がり、学校と地域や保護者が連携して子どもの安全・安心を守ったり、地域の教材や人材の活用に取り組んだりすることができた。まだ、一部の人材に頼っている面があるので、次年度からは活動の範囲をより

一層広げていきたい。

２　学校教育目標
夢をもち　ふるさとを大切に思う児童の育成

やさしく　かしこく　たくましく

３　本年度の重点目標

①「学力向上」　　　　校内研究の充実と授業改善　基礎基本の定着と家庭学習の充実　学習用端末の効果的な利用を目指した授業づくり　読書習慣の定着

②「豊かな心の育成」　一人一人を認める出番づくり　支えあう学級づくり　いじめ、差別の防止

③「特別支援教育」　　一人一人の特性を理解した支援　将来の自立と社会参加

④「地域連携」　　　　諸富中学校区学校運営協議会の活性化　地域の教育力と学習材の活用　地域を中心とした学校との共催事業への取組

⑤「業務の効率化」　　業務改善の意識の向上　健康管理とワークライフバランス

●心の教育

最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立諸富北小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組


